
としょかんだより

●毎週月曜日
●３月２１日（水）　春 分 の 日
●３月２２日（木）　館内整理日

中央図書館 ☎974-1112
石川図書館 ☎964-5166
勝連図書館 ☎978-4321

図 書 館 休 館 日

場所

中央

石川

勝連

図書館スタッフ

図書館スタッフ

すだちの会

「トライアングル」

「ラビット」

行　事 日　時 サークル名等

人気の園芸植物、園芸品種をイラストで解説。植物を育てるプ
ロセスと押さえておきたい栽培ポイントが一目でわかります。

　メールアドレスを図書館で登録すると、図書館からの
連絡をメールで受け取ることが出来ます。メールアド
レスを登録した方には、予約資料確保のご連絡などを
メールでいたします。
　登録するには、利用カードと、運転免許証や健康保
険証など本人確認できるものを持参の上、利用申込書
に必要事項（登録番号・名前・Eメールアドレス）を記
入して図書館のカウンターでお申し込みください。
　なお、電子メールによる連絡サービスが受けられる
のは中学生以上のうるま市内在住・通勤・通学の方
です。代理での申し込みは出来ませんので必ずご本人
がお申し込みください。

　季節は春。いろいろな花を咲かせてみませんか？
今回は、園芸の本を紹介します。

　このたび、「七 色
ハーモニー」は新しい
朗読劇の作品に取り
組もうと、宮里京子さ
んの指導によるワー
クショップを昨年の
１１月４日より毎月１
回１０時から１３時までうるま市立中央図書館で行っています。今
回のワ̶クショップには石川・与那城・具志川地区の読書ボランティ
アのみなさんも参加しています。
　毎回、身体をほぐし呼吸法等を行った後、作品の稽古をしていま
す。作品は、江戸小咄『貧乏神』です。稽古はとても楽しく、３時間
があっという間です。３月３日にワークショップは終了しますが、３
月２４日にうるま市立中央図書館で開催される発表会で、その成果
を披露します。
　この発表会では、『スーホの白い馬』の朗読劇も一緒に上演しま
す。多くの方々に来て見ていただきたいと思っています。

日時：３月２４日（土）　午後２時～
場所：うるま市立中央図書館
問い合せ：９７２－４１４２（豊田）　中央図書館（久高）
＊「七色ハーモニー」とは・・・
　朗読を通して本の楽しさを味わいたいとの趣旨で出来たグルー
プ。より深い内容の理解と朗読表現方法をボイストレーナー宮里
京子氏に師事し、２００４年１１月に結成された朗読サークル。

毎月第２土曜日
午後３時～

毎月第２土曜日
午前１１時～
毎月第４土曜日
午前１１時～

3月17日土曜日
午前１０時３０分～

毎週金曜日
午前１１時～

毎月第３木曜日
午前１１時～

あかちゃん
のための
おはなし会

あ～んと☆
くらぶ

おはなし会

おはなし会

おはなし会

おはなし会

おはなしの
部屋

3月中旬～4月初旬

朗読ワークショップ発表会

朗読劇ワークショップ

いろとりどりの・・・いろとりどりの・・・

『花１５０種』（一般書）ブティック社

（一般書）

所蔵館　中央

所蔵館　中央

所蔵館　中央

ビオトープの精神を取り入れた庭づくりの提案と実際のつくり
方を、ガーデンスタイル別に解説。

山野草の寄せ植えの方法を写真による豊富な作例とともに紹
介する。巻末に山野草図鑑、栽培の基礎知識、基本用語集を
収録。

『小さなビオトープガーデン』

（一般書）『寄せ植えで楽しむ　山野草』

泉　健司　著／主婦の友社

所蔵館 中央・石川

行事案内
いずみ　　けんじ

内田　康男　　監／小学館
うち　だ　　 やす  お

ガーデニングを楽しんでいる人の庭をお手本にしながら、沖縄の
南国風ガーデニングを提案。南国の植物や野菜の育て方、ガー
デニングの基礎など、南国風庭づくりのヒントも盛り込む。

（一般書）『魅惑の沖縄ガーデニング』
高杉 　忠 　監／双葉社
たか すぎ　　 まこと

４５種類の庭木や花の栽培データ、そして沖縄ならではの「いい
つたえ」や特徴、庭に植えて欲しい植物を紹介。また植物が元気
になる植物活力液の作り方や、コーレーグースを使った害虫駆
除など、家庭で使える方法を教える。

（一般書）『琉球ガーデン BOOK』
比嘉　淳子　文
　　　　　　／ボーダーインク

ひ　 が　   じゅん  こ

所蔵館　中央・石川・勝連

「七色ハーモニー」代表：豊田　泉

電子メールによる
連絡サービスについて

電子メールによる
連絡サービスについて

名嘉山 兼宏うるま市地名散歩⑥
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具ぐ

志し

川か
わ

（
グ
シ
チ
ャ
ー
）

　

具
志
川
に
は
王
国
時
代
に
番
所
が
置
か

れ
、
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
十
三
年
）
に

平
良
川
へ
移
転
す
る
ま
で
の
間
具
志
川
間

切
の
行
政
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
た
。
一
八
八
一
年
（
明
治
十
四
年
）
中

頭
を
巡
回
し
た
第
二
代
県
令
上う

え
す
ぎ杉

茂も
ち
の
り憲

は

こ
の
番
所
か
ら
金
武
湾
洋
上
に
浮
か
ぶ
平

安
座
・
高
離
（
宮
城
島
）・
伊
計
島
の
す
ば

ら
し
い
景
観
を
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
時
の
問
答
に
具
志
川
間
切
に
お
け
る

学
校
開
設
の
件
が
出
て
い
る
が
翌
明
治

十
五
年
番
所
屋
敷
の
一
角
に
具
志
川
小
学

校
が
開
設
さ
れ
た
。

　

具
志
川
に
は
安
慶
名
大
川
按
司
の
三
男

が
配
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
具
志
川
グ
ス
ク

や
市
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
ウ
ス
デ
ー
ク
」
が
あ
る
。
字
内
の
所
ど
こ

ろ
に
は
苔こ

け

む
す
石
垣
や
大
き
な
福
木
に
囲

ま
れ
た
屋
敷
、
狭
い
坂
道
な
ど
歴
史
の
重

み
が
伝
わ
る
風
情
が
あ
る
。

　

終
戦
直
後
は
、
諸
物
資
の
陸
揚
げ
港
と

し
て
金
武
湾
港
（
ブ
ラ
マ
港
）
が
あ
り
、

一
帯
は
主
と
し
て
那
覇
近
郊
の
引
揚
者
の

居
住
地
と
し
て「
金
武
湾
区
」が
誕
生
し
た
。

こ
こ
に
は
デ
パ
ー
ト
や
服
装
学
院
、
診
療

所
、
劇
場
、
ホ
テ
ル
な
ど
が
建
ち
、
多
く

の
人
で
賑
わ
っ
た
。
ま
た
戦
後
第
一
回
の

全
島
陸
上
競
技
大
会
が
金
武
湾
初
等
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
頃
は
コ
ー
ス
を
引
く
石
灰
が
な
い
の
で

戦
果
の
メ
リ
ケ
ン
粉
を
使
っ
た
と
い
う
食

糧
難
の
こ
の
時
代
に
信
じ
ら
れ
な
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

具
志
川
の
今
昔

　

具
志
川
と
い
う
地
名
の
意
味
に
つ
い
て
二

つ
の
説
が
あ
る
。
そ
れ
を
簡
単
に
紹
介
す
る

と
一
つ
は
「
す
す
き
原
」
説
で
、グ
シ
チ
（
ス

ス
キ
）
が
繁
茂
す
る
原
野
と
い
う
意
味
か
ら

グ
シ
チ
→
グ
シ
チ
ャ
ー
に
な
っ
た
（
具
志
川

市
誌
）。
他
の
一
説
は
グ
シ
チ
（
ス
ス
キ
）

は
魔
除
け
に
使
う
聖
木
で
あ
る
か
ら
チ
ャ
ー

（
川
）
と
結
び
つ
い
て
「
グ
シ
チ
ャ
ー
」
に

な
っ
た
。
だ
か
ら
具
志
川
の
意
味
は
「
聖
な

る
川
」
で
あ
る
（
外ほ

か
ま間
守し

ゅ
ぜ
ん善
・
法
政
大
学

教
授
）。
二
説
と
も
グ
シ
チ
を
語
源
に
し
た

考
え
方
で
あ
る
が
、
多
く
の
地
名
学
者
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
ク
バ
な
ど
の
数
例

は
あ
る
が
一
般
的
に
植
物
名
が
地
名
と
な

る
例
は
少
な
い
こ
と
や
昔
は
い
た
る
所
に

グ
シ
チ
が
繁
茂
し
て
い
た
筈は

ず

で
あ
る
。
ま

た
「
聖
な
る
川
」
説
も
字
内
に
「
川
」
は

流
れ
て
な
く
、
グ
シ
チ
を
「
聖
な
る
も
の
」

と
す
る
の
は
疑
問
で
あ
り
、
こ
れ
を
魔
除

け
に
使
う
時
は
「
ゲ
ー
ン
」
と
言
っ
た
。

　

で
は
具
志
川
の
語
源
と
意
味
は
何
だ
ろ
う

か
。
ま
ず
グ
シ
（
ク
シ
）
に
つ
い
て
調
べ
て
み

る
と
沖
縄
に
は
具
志
川
は
じ
め
具
志
・
具
志

頭
・
具
志
堅
・
久
志
な
ど
数
多
く
あ
り
、
奄

美
に
も
久
志
・
久
慈
・
具
志
検
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
グ
シ（
ク
シ
）の
意
味
に
つ
い
て
は
次

の
説
が
あ
る
。

・　

箭せ
ん

の
義
で
あ
ろ
う（
柳や

な
ぎ
だ田
国く

に
お男
）。

・　

岬
、自
然
堤
防
や
砂
丘
な
ど
を
い
う（
鏡か

が

味み

完か
ん
じ二
）。

・　

崩く
じ

ら
で
海
食
崖
の
地
や
小
半
島
を
い
う

（
松ま

つ
お尾

俊と
し
ろ
う郎

）。

・　

越
え
た
所
、後く

し

の
意
味
が
あ
る（
谷た

に
が
わ川

健け
ん
い
ち一
）。

等
の
説
が
あ
る
。

　

県
内
に
は
「
具
志
川
城
跡
」
と
呼
ば
れ
る

と
こ
ろ
が
久
米
島
町
・
糸
満
市
・
う
る
ま
市

に
あ
る
が
そ
の
共
通
点
は
い
ず
れ
も
「
海
岸

に
突
き
出
し
た
丘
に
形
成
さ
れ
て
い
る
」、

「
絶
え
ず
波
に
浸
食
さ
れ
崩
崖
の
地
で
あ

る
」。
ま
た
具
志
・
具
志
堅
・
具
志
頭
・
具

志
検
・
久
慈
・
久
志
な
ど
も
丘
陵
地
や
台
地

上
に
位
置
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
グ
シ
（
ク
シ
）」

の
意
味
は
「
崩
崖
の
丘
」「
小
半
島
、丘
陵
地
」

の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
名
護
市
の
久

志
は
そ
の
位
置
か
ら
し
て
谷
川
説
（
越
え
た

所
、
後
）
に
合
致
す
る
。

　

次
に
チ
ャ
ー
の
意
味
に
つ
い
て
調
べ
て

み
る
と
、
ま
ず
具
志
川
の
地
名
が
古
い
記
録

に
現
れ
て
い
る
の
は

○　

尚し
ょ
う
ち
ゅ
う
お
う

忠
王
時
代
・
・
・
伍ぐ

し

か

是
佳

○　

尚し
ょ
う
せ
ん
い

宣
威
王お
う

時
代
・
・
呉ぐ

し

か

是
佳

○　

尚し
ょ
う
し
ん
お
う

真
王
時
代
・
・
・
呉ぐ

し

か

是
迦

（
南
島
風
土
記
よ
り
）

と
い
ず
れ
も
具
志
川
の「
川
」は「
カ（
カ
ー
）」

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
カ
→
キ
ャ
→
チ
ャ
ー
と

変
化
し
な
が
ら
チ
ャ
ー
と
な
り
川
と
表
記
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

沖
縄
で
は
、
井
戸
・
井
泉
を
カ
ー
と
呼
ん

で
お
り
（
川
は
カ
ー
ラ
が
普
通
）、カ
ー
（
チ

ャ
ー
）
が
井
泉
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
疑

え
な
い
。
お
も
ろ
さ
う
し
に
具
志
川
は
水
の

豊
か
な
地
と
し
て
謡
わ
れ
、
現
在
で
も
数
多

く
の
井
泉
（
跡
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
チ
ャ
ー
は
「
井

泉
・
豊
か
な
水
」
を
意
味
し
、具
志
川
は
『
丘

陵
地
で
水
が
豊
か
な
所
』
と
な
り
、
具
志
川

グ
ス
ク
は
『
崩
崖
地
、
あ
る
い
は
小
半
島
の

水
の
豊
か
な
グ
ス
ク
』
と
い
う
意
味
に
な
ろ

う
か
。
具
志
川
グ
ス
ク
は
現
在
も
崩
落
が
続

い
て
お
り
、
ブ
ラ
マ
と
呼
ば
れ
て
い
る
下
方

の
海
は
こ
の
崩
落
と
関
係
し
た
地
名
と
思
わ

れ
る
。

　

具
志
川
小
学
校
の
北
西
側
、
金
武
湾
に
面

す
る
崖
淵
に
「
ア
カ
ジ
ャ
ン
ガ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
井
泉
が
あ
る
。
水
量
は
以
前
に
比
べ
い

く
ら
か
は
変
化
し
た
と
は
い
え
現
在
な
お
コ

ン
コ
ン
と
太
古
か
ら
の
清
ら
か
な
水
の
音
を

響
か
せ
下
流
の
農
地
や
養
殖
場
を
潤
し
て
い

る
。
貝
塚
人
は
こ
の
豊
か
な
水
源
を
頼
っ
て

付
近
で
生
活
し
、「
ア
カ
ジ
ャ
ン
ガ
ー
遺
跡
」

を
残
し
て
い
る
。
そ
の
出
土
物
か
ら
貝
塚
時

代
後
期
の
遺
跡
で
弥
生
文
化
圏
と
の
交
流
も

う
か
が
わ
れ
る
と
い
う
。

　

さ
て
、
こ
の
ア
カ
ジ
ャ
ン
ガ
ー
の
地
名
の

意
味
だ
が
「
ア
カ
」
は
石
川
の
赤
崎
で
も
述

べ
た
よ
う
に
そ
の
地
形
か
ら
し
て
崖
地
の
こ

と
で
「
ジ
ャ
ン
」
は
水
が
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
流

れ
落
ち
る
音
、
擬
声
語
か
ら
き
て
い
る
。
ア

カ
ジ
ャ
ン
ガ
ー
は
「
崖
か
ら
水
が
流
れ
落
ち

る（
湧
き
出
る
）カ
ー
」と
い
う
意
味
に
な
る
。

　

栄
野
比
の
東
方
山
手
の
と
こ
ろ
に
ジ
ャ
ン

ジ
ャ
ン
洞が

ま

と
呼
ば
れ
る
所
が
あ
っ
て
こ
こ
は

か
つ
て
そ
の
辺
り
か
ら
水
が
滝
と
な
っ
て
流

れ
落
ち
て
い
た
。
ま
た
昆
布
に
あ
る
「
ガ
ン

ガ
ラ
ー
グ
ム
イ
」
も
現
在
滝
の
音
は
な
い
が

水
が
流
れ
落
ち
る
擬
声
語
か
ら
き
た
地
名
で

あ
る
。

具
志
川
地
名
に
つ
い
て

の
説

具
志
川
の
語
源
と
意
味

『
ア
カ
ジ
ャ
ン
ガ
ー
』


